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は じ め に

貝塚市は大阪府の南部、泉州地域 にあって西 に大阪湾、東に和泉葛城 山を望む風光 明媚な地で

あ ります。

本市域には、 先人 によって育 まれた文化 の痕跡が埋蔵文化財 として地 中に残 されています。 し

か し、今 日の急 速な開発によ り埋蔵文化財 は失われつつあ ります。 こうした失われゆ く先人の痕

跡 を記録 することによ り、 その歴史 を明 らか にす る一方で、私 たちの 日常生活が先人によって培

われた文化の賜 物であ ることを認識 し、未来 に引 き継 いでい く必要があ ります。

本書は、平成15年 度 中に実施 いた しました開発事業 に伴 う発掘調査 の報告であ ります。発掘調

査 によ り、市域 の歴史、文化 を知るうえで欠かせない成果 を得 ることができました。

発掘調査な らびに本書の作成 にあた り、多大な ご指 導、 ご協力 を賜 りました関係各位 に対 し、

深 く感謝 申 し上 げるとともに、今後 とも本市埋蔵文化財保護行政 に対する一層 のご理解 とご支援

をお願 い申 し上 げます。

平成16年3月31日

貝塚市教育委員会

教育長 山本 太三郎



例 言

1.本 書 は貝塚市教育委員会が平成15年 度 に国庫補助金 を受 けて実施 した、大阪府貝塚市域 にお

ける埋蔵文化財 緊急発掘調査 の概 要報告である。

なお、遺物整理の都合か ら一部平成14年 度調査 について も掲載 している。

2.発 掘調査は平成15年4月1日 よ り実施 し、 平成16年3月31日 に終 了した。

調査担 当者は以下の とお りである。

平成14年 度調査 三浦 基、木嶋崇晴

平成15年 度調査 三浦 基、木嶋崇晴

3.本 書 の執筆は各調査担 当者が行 い、編集 は木嶋が行 った。

4.出 土遺物、調査記録 は貝塚市教育委員会 にて保管 している。

凡 例

1.図6～21の 調 査 図面 に つ いて は、 調 査 地位 置 図は縮 尺1/5000、 方位 は座 標 北 を上 に統 一 して

い る。 また 、調 査 区位 置 図 の方位 は磁 北 を示 す。

2.本 書 で用 いた標 高 は、 東 京湾 平 均 海水 面(T.P.)を 基 準 と した 。

3.本 書 の土 色 表 示 は、 農林 水 産 省 水産 技 術 会 議事 務 局 監修 『新 版 標 準 土 色帳 』1990年 度 版 を

用 い た。

4.貝 塚 市 遺跡 分 布 図 に つ いて は、 貝 塚市 域 に限定 し、 山間部 の一 部 は掲 載 して いな い 。
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第1章 平成15年 発掘調査の概要

平成15年 は埋蔵文化財発掘届出及び通知の総件数は297件 、遺跡外試掘調査依頼は15件 である。平成14年 の届

出件数 と比較すると増加傾向にある。その要因としては、昨年度に引き続いて工場跡地等の宅地造成が行なわれ

てお り、専用住宅の建築が増加 したためである。

本市域 の遺跡別の内訳は別表のとお りであ り、加治 ・神前 ・畠中遺跡80件 、津田北遺跡38件 と、その届出件

数は他の遺跡と比して最 も多 く、大規模な分譲地にお ける専用住宅の建築による届出件数がその大半である。宅

地造成については、工場跡地や農地 を利用 した宅地開発が増加傾向であ り、総数は18件 である。そのうち1000

㎡を超える開発は14件 にのぼ り、主に加治 ・神前 ・畠中遺跡5件 、遺跡範囲外(沢 地区2件 、王子地区、石才

地区)5件 であった。また三 ヶ山西遺跡、新井 ・鳥羽北遺跡において大型店舗の建設計画がもち上がっている。

貝塚寺内町遺跡については、個人住宅の建て替えが増加 している。

届出 ・通知に関わ る対応 について、確認調査は31件 、立会調査は48件 である。国庫補助の対象 となる個人住

宅の建設に伴 う調査は15件 である。

遺跡発見は、麻生中下代遺跡 と名越遺跡について遺跡の範囲拡張を行った。

遺 跡 名 調査番号 遺跡略号 開 発 地

1(平成14年 度)

1 半 田 北 遺 跡 2002-571HDK 半 田324-4

2
1

土 生 遺 跡i2002-581HB 久 保171-4

3 麻 生 中 下 代 遺 跡12002-621ANS 半 田1114-3

41地 蔵 堂 遺 跡1
t

2002-651Gzz
旨

地蔵堂182の 一部

5脇 浜 川 端 遺 跡
L

2002-66jWHK 脇 浜4-574-4、576-11

6 貝 塚 寺 内 町 遺 跡
12・ ・2-681・N

海 塚3-470-3の 一 部

i!
(平成15年 度) 1
7 麻 生 中 下 代 遺 跡 12003-21ANS

麻 生 中1114-1

8 貝 塚 寺 内 町 遺 跡 2003-161JN 南 町1146-1

9脇 浜 遺 跏2003-171WH
i

脇 浜2-431-1

1。}積 善 寺 城 跡2003-20
i

SZJ 橋 本146-1

11沢 城 跡12003-23 SJ 沢1322の 一 部

12レ1、 瀬 遺 跡 2003-25 KS 小 瀬1-219-1よ り分 筆

13秦 廃 寺 2003-31 HT 半 田731-1の 一 部

14 積 善 寺 城 跡 2003-32 SZJ 橋 本146-2

15貝 塚 寺 内 町 遺 跡 2003-33 JN 中930-1

161石 才 遺 跡 2003-37 IS 鳥 羽104-1

171:児 遺 跡 2003-45 SG 麻 生 中107-1

181三 ケ 山 西 遺 跡 2003-46 MYN 三 ツ松1290-5.1290-6

1git{b蔵 堂 廃 寺 2003-48 GZZH 地 蔵 堂264-2、264-3、266-1

20貝 塚 寺 内 町 遺 跡 2003-52 JN 北町242

21秦 廃 寺
1

2003-54 HT 半 田731-4

表1平 成15年 国庫補 助事 業一覧(平 成15年1月 ～12月)
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1.沢新出遺跡2.沢 海岸遺跡3.沢 遺跡5.長 楽寺跡7.地 蔵堂丸山古墳8.地 蔵堂廃寺9.下 新出遺跡10.秦 廃寺15.麻 生中新池遺跡16.河 池

遺跡17.水 間寺遺跡18.木 積観音寺跡20.堀 遺跡21.橋 本遺跡22.貝 塚寺内町遺跡23.加 治 ・神前 ・畠中遺跡24,明 楽寺跡25.沢 共同墓地

遺跡26.沢 西出遺跡27.沢 海岸北遺跡28.沢 城跡29.新 井 ・鳥羽遺跡30.新 井ノ池遺跡31.半 田遺跡32.麻 生中遺跡34.澱 池遺跡35.積 善

寺城跡36.清 児遺跡37.集 原池遺跡38.高 井天神廃寺 ・高井城跡39.森 城跡40.森B遺 跡41.森 ノ大池遺跡42.森A遺 跡43.ニ ツ池遺跡

44.千石堀城跡45.水 間墓地46.三 ヶ山城跡47.片 山墓地48.蛇 谷城跡51.窪 田遺跡 ・窪田廃寺53.坊 城遺跡54.三 ツ松遺跡55.槍 ヶ谷

城跡56.半 田遺跡57.堤 遺跡58.ノ亅・瀬五所山遺跡59.石 才遺跡60.王 子遺跡61.土 生 遺跡64.海 岸寺山遺跡6a脇 浜遺跡67.今 池遺跡68.

三 ヶ山遺跡69.三 ヶ山西遺跡70.石 才南遺跡71.名 越遺跡72.地 蔵堂遺跡73.名 越西遺跡74.木 積遺跡75.新 井 ・鳥羽北遺跡78.沢 西遺跡

79.王子西遺跡80.津 田遺跡81.三 ヶ山オニ谷遺跡82.福 田遺跡83.森 下代遺跡84.三 ツ松北垣外遺跡85.薬 師池西遺跡86.麻 生中出口

遺跡87.小 瀬遺跡88.堤 三宅遺跡89.沢 新開遺跡90.沢 タナジリ遺跡91.堀 新遺跡92.橘 池遺跡93.麻 生中下代遺跡94.堀 秋毛遺跡95.半

田北遺跡96.沢 老ノ塚遺跡97.東 遺跡98.馬 場遺跡100.鳥 の池西遺跡101.白 地谷遺跡102津 田北遺跡103.久 保遺跡108.水 間ニノ戸遺

跡109.窪 田ハマデ遺跡110.7塚 遺跡11L脇 浜川端遺跡ll2.馬 場笹力遺跡113.橋 本野岸ノ下遺跡114.麻 生中薬師堂遺跡

図1貝 塚市遺跡分布図(部 分 ・貝塚市域のみ)
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図2調 査地位置図
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図3調 査地 位置 図
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図4調 査地位 置 図
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図5 調査地位置図
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第2章 調査成果

1.脇 浜 遺 跡

本遺跡は標高2～3mの 近木川右岸に位置する縄文時代か ら近世にかけての散布地、生産遺跡である。本遺跡

か らは蛸壺等の多数の漁撈具が出土 してお り、漁業に携わる集落跡 と推定 している。また製塩土器が出土するこ

とから、海岸縁辺部 という立地条件 を活かして、製塩 を行っていたと考えられる。また(財)大 阪府埋蔵文化財

協会(現:(財)大 阪府文化財セ ンター)に よる1986年(昭 和61年 度)の 調査では、出土遺物により少な くとも

縄文時代晩期 までさかのぼることが確認されている。さらに古墳時代の掘立柱建物跡や中世の ピットを検出して

いる。1991年(平 成2年 度)の 調査では、古墳時代後期の竪穴住居が2棟 検出されている。

2003-17区 の 調 査(図6)

本 調 査 は脇浜2-431-1に お いて実施 した。調査地 の 小字 名は 「半与茂 利」で あ る。調査 は 申請 地内 において8.5

㎡の 調査 区 を設定 して行 った。

調査 区 の地層堆 積状 況 は、1層 は暗灰 黄色砂 混 じ り土(層 厚0.1～0.2m)、2層 は灰黄 褐色粗砂 混 じり土(層

厚0,2～0.3m)、4層 は にぶ い黄褐色砂 に2層 が混 じる(層 厚0.1m)、5層 は にぶ い黄褐色砂(地 山)で あ る。

遺構 は柱 穴(Pit-1～Pit・3)を 検 出 した。Pit-1は 直 径02m、 深 さ0.35mで 埋 土 は灰黄褐 色粗砂 で ある。遺 物

は 陶器、 土師 質土 器、瓦 が 出土 した。Pit-2は 直 径0.2m、 深 さ0.1mで 埋 土は灰 黄褐 色粗砂 であ る。遺物 は 出土

していな い。Pit-3は 直 径0.8m、 深 さ0,15mで 埋 土 は灰 黄褐色 粗砂 、黄 褐色 土混 じ りで あ る。遺物 は瓦 、銅 銭3

枚(寛 永通寶2枚 、1銭1枚)が 出土 した。検 出 した柱 穴は 同一 の建物 を構成 す る もの と考 え られ る。建物 の時期

は、柱 穴 出土の遺物 か ら判 断 して明治以 降 と考 え られ る。(三 浦)

2.脇 浜 川 端 遺 跡

本遺跡 は近木川右岸に位置 し、中世の集落跡 と推定されている。この地は近木川の氾濫原にあた り、標高は

3.8～5mで ある。1998年(平 成10年 度)の 発掘調査では、14世 紀の溝、近世以降の耕地跡を検出 してし丶る。本

地域の耕地開発は中世より開始されたことが判明 した。

i:暗 灰黄色砂混 じり土(2.5Y5'2)4:に ぶい黄褐色砂(10YR5'4・2層 が混 じる)

2:灰 黄褐色粗砂混 じり土(10YR5'2)5:に ぶい黄褐色砂(10YR5'4・ 地 山)

3:灰 黄褐色粗砂、砂黄褐色土混 じ り(2.5Y5'3・Pit-3)

0
4

2m

図62003-17区
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2002-66区 の 調 査(図7)

本調査は脇浜4・574・4、4・576・11に おいて実施 した。調査は申請地内において7㎡ の調査区を設定 し行った。'

調査区の層序は、1層 が盛土(層 厚0.8m)、2層 は灰黄褐色砂礫(層 厚0.5m)、3層 は灰黄褐色粘土ブロック

混 じり黄灰色砂礫(層 厚0.2～0.3m)、4層 は灰 白色粘土プロヅク混 じり土、5層 はにぶい黄橙色粘土ブロック

混 じり褐灰色砂礫、6層 は褐灰色礫混 じりシル ト(層 厚0.1m)、7層 は灰黄色砂礫(層 厚0。2m)、8層 は灰 白色

礫(地 山)で ある。1・2層 は盛土、3～5層 は粘土 ブロックが混入する砂礫層であ り、崩落による堆積層 と思

われたが、砂礫の堆積状況から撹乱および盛土であると判断される。6・7層 は北方向より流水等によ りもたら

された砂礫を中心とする堆積層と考えられる。6層 は土壌化層の可能性があるが、削平等によ り遺構は検出で き

なかった。 また6・7層 より遺物は出土 していないため、時期は不明であ る。

申請地周辺は、近木川の河岸段丘上端部に位置 してお り、北東から南西および南へ傾斜する地形である。近 ・

現代に宅地造成等により削平 ・盛土が行われているため、遺物包含層 を確認することはできなかった。(木 嶋)

3.貝 塚 寺 内 町 遺 跡

本遺跡は、本市北西部の海岸部に位置 し、標高は2～11m、 願泉寺を中心 とする中世末期に成立 した寺 内町

であ り、周囲に堀や土塁をめぐらせた都市遺跡である。願泉寺は天正年間には一時、本願寺が置かれるなど真宗

寺院のなかでも特別な存在であったことを伺い知 ることができる。

2003-16区 の 調 査(図8)

本 調 査 は南 町1146-1に お いて実施 した。調査 は 申請 地内 にお いて15㎡ の調査 区を設定 して行 った。

調 査 区の層 序 は、 第1層 が盛 土(1層 ・層厚0.1～0。4m)、 第2層 は近代 以降 の整 地層(2～6層 ・層 厚0.3

m)、 第3層 は灰黄 色礫 混 じ り土(7層 ・層 厚0.2m)、 第4層 は黒 褐色 小礫 混 じ り砂 質 シル ト(8層 ・層 厚0.1

m)、 第5層 は灰 白色砂(9層 ・層厚0.05m)、 第6層 は黄 灰色砂 質土(11層 ・層厚02m)、 第7層 は暗灰 黄色砂

質土(12層 ・層 厚0.18m)、 第8層 は にぶ い黄色砂(13層 ・層厚0.1m)、 第9層 は灰 色小礫混 じり砂 質土(14・

15層 ・層厚0.05m以 上)、 第10層 は 暗灰 黄色砂 質土(黄 色粘 土 ブロ ックが混 じる ・16層 ・層厚0.2m以 上)、 第11

層 は 灰 黄色砂(17層)で あ る。第1層 が盛 土、 第2層 は近 代以 降の 整地層(2～6層)で あ る。第3層 か ら第

8層(7～13層)は 近世後 半以 降 と考え られ る整地層 であ るが、遺物 は出土 してい ない。

0

道路

1盛 土

2灰 黄褐色砂礫(2.5Y7'2)

3灰 黄褐色粘土 ブロック(10YR6/2)混 じ り黄灰色砂礫(2 .5Y6/1)
4灰 白色粘土 ブロック混 じり土(2.5Y7/1)

5に ぶ い黄橙 色粘土ブ ロック(10YR6/3)混 じり褐灰 色砂礫(10YR6/1 、
6褐 灰色礫混 じ りシル ト(10YR5/1)

7灰 黄色砂礫(2.5Y6/2)

8灰 白色礫(5Y7'1・ 地 山)

L=KBM

2m

図72002-66区
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第8層 は多量の炭化物が混入する砂質シル ト層である。第9層 は粘土プロヅクが混入 し土質が比較的硬 くし

まっていることから、土間と考えられる。第9層 上面で遺構検 出を行ったが、遺構は検出できなかった。遺構検

出作業 中に土師質土錘1点 が出土している。第9層 より下層の掘削については、部分的な土層の確認を行い、第

10層 は黄色粘土ブロックが混入する砂質土である。

第3層 よ り下層 の時期については、時期判断ができる遺物が出土 していないため、土層堆積状況からの推測

とならざるを得なかった。平成7年 度に本申請地北西側において発掘調査を実施 している。その調査成果を参照

すると、調査区の北半部にて焼土層が確認されてお り、その層は土間状に整地されている。本調査区において検

出した第9層 は、焼土プロヅクや炭化物が混入する土間と考えられ、時期を推測する手がか りとなる可能性があ

る。平成7年 度の調査成果より本調査区の第9層 は18世 紀～19世 紀であったと推測される。(木 嶋)

2003-33区 の 調 査(図8図 版1)

本調査は中930-1に おいて実施 した。調査は申請地内において2箇 所の調査区(計12㎡)を 設定 して行った。

調査区1の 層序は、1・2層 が表土 ・盛土(第1層 ・層厚0.5m)、3層 は灰色砂混 じり土(第2層 ・層厚02

m)、4層 はにぶい黄色土(第3層 ・層厚0.1～0.2m)、5層 は灰黄色土(第4層 ・層厚0.1m)、6層 は黄灰色砂

混 じり粘質土(第5層 ・層厚0.15m)、7層 は黄灰色砂混 じり粘質土(第6層 ・層厚0.1m)、8層 は灰 白色粘土

(第7層 ・地山)で ある。

調査区2の 層序は、9層 が盛土(第1層)、10層 は灰色砂混 じり土(第3層)で ある。11層 は浅黄色粘質シル

ト(第7層 ・地由)で ある。調査区2の 西側は撹乱を受けていた。

調査区1に ついて、北西方向に向かって地山を削平し、テラス状に成形 している。第2・3層 よ りレンガや

廃材等が出土 していることから、時期は近代以降と考えられる。第4層 は第2層 形成以前に削平を受けていると

考えられる。第5・6層 よ り瓦、陶磁器が出土している。第6層 には炭化物が混入する。第5・6層 はレンガ等

の近代期の遺物は出土 していないことか ら近世後期以降の整地層 と考えられる。

調査 区2は 、土地の削平を受けてお り、調査区西側は撹乱されている。調査区1・2の 地山面において遺構

検出作業を行ったが、遺構は確認で きなかった。また土間層や焼土層は確認で きなかった。(木 嶋)

2002-68区 の 調 査(図9)

本調査 は海塚3-470・3の 一部において実施 した。調査は申請地内において10㎡ の調査区を設定 して行った。

調査区の層序は、1層 が盛土(層 厚0.7m)、2層 は灰 白色砂(層 厚0.3m)、3層 はレンガ造 りの煙道、4層 は

灰色小礫混 じり土(層 厚0.08m)、5層 は灰色土(層 厚0.15m)、6層 は灰色粘質土(層 厚0.2m)、7層 はオ リ

ーブ黄色土 ブロック混 じり灰 白色砂(層 厚0 .1m)、8層 は黄灰色礫混 じり砂(層 厚0.1～0,3m)、9層 は灰 白色

砂(層 厚0,1m)、10層 は灰色礫混 じり砂(層 厚0.8m)、11層 は灰黄色砂(層 厚0.1m)、12層 は黄灰色礫混 じり砂

(層厚0.05m)、13層 は浅黄色砂(層 厚0.5m以 上)で ある。

1層 は灰 と焼土の互層による盛土であ り、申請地の西には以前 にレンガを製造 していた工場が立地 していた

ため、それに伴 う廃土等であろう。2層 はレンガが混入する砂を主体 とする盛土である。3層 としたレンガ製の

煙道については、調査に先立つ建物解体工事時において、 申請地西側にレンガ構造の窯があ り、建物基礎の解体

と同時に解体業者が撤去 したようである。レンガ製の煙道はその窯の一部と思われる。4・5層 はレンガ製の煙

道の設置に伴 う層である。6層 の土質は比較的硬 くしまってお り、土間と考えられる。7層 以下は砂層であり、

8・10・12層 は2～5cmの 礫 とともに陶磁器、瓦が出土 してお り、これらの遺物によ り8・10・12層 上面は

近世後半か ら幕末期 にかけての地表面であったと考えられる。7・9・11層 よ り遺物は出土 していない。6・

11・13層 上面において遺構検出を行 ったが、削平等により遺構は確認できなかった。

13層 以下は湧水が著 しく砂層が崩落する危険があるため、調査区の一部において機械掘削による土層確認 を

行い、現地表面よ り深さ2mの 位置(14層)で 瓦が出土 している。14層 は近世中頃に堆積 したのであろう。 申

請地は本市の海岸部に位置 してお り、近世後半に埋め立てによる造成が行なわれたと考え られる。
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2003-16区

1:盛 土(第1層)

2:オ リー ブ黄色土(5Y6'4)

3:灰 オ リー ブ色砂混 じり土(5Y512・ 撹乱)

4:オ リー ブ黒色砂質土(5Y3'1・ 第2層 ・炭化物混入)

5:黄 灰色砂質土(2.5Y6'1)

6:明 黄褐色土(2,5Y6/6)

7:灰 黄色礫混 じ り土(2.5Y6'2・ 第3層)

8:黒 褐色小礫混 じ り砂 質シル ト(2.5Y3'1・ 第4層)

9:灰 白色砂(7.5Y7/2・ 第5層)

10:灰 黄色砂(2.5Y7'2)

11;黄 灰色砂質土(2.5Y5'1・ 第6層)

12:暗 灰黄色砂質土(2,5Y512第7層)

13:に ぶい黄色砂(2,5Y6'3・ 第8層)

14:灰 色小礫混 じり砂質土(5Y4'1・ 第9層)

15:黄 灰色小礫混 じり砂質土(2,5Y4/1・ 第9層)

16:暗 灰黄色砂 質土(2,5Y5'2・ 黄色粘 土ブロックが混 じる)

(第10層)

17:灰 黄色砂(2.5Y7'2・ 第11層)

道路

O
I tOm

C

、

0

C'
し=i1.424m

2卩

2003-33区

表(第 層)

2:盛 土(第1層)

3:灰 色砂混 じり土(5Y5'1・ レンガ混入 ・第2層)

4:に ぶい黄色土(2.5Y6'3・ レンガ混 λ ・第3層)

5:灰 黄色土(2.5Y6'2・ 地 山 との混 じり ・第4層)

6:黄 灰色砂混 じ り粘質土(2.5Y511・ 第5層)

7:黄 灰色砂混 じ り粘質土(2,5Y5/1・6層 よ りも

粘性が強い ・第6層)

8:灰 白色粘土(5Y711第7層 ・地 山)

9:表 土(第1層)

10:盛 土(第1層)

11:浅 黄色粘質 シル ト(2.5Y7'4・ 第7層 ・地山)

図82003-16区 ・2003-33区
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2002-68区 出 土 遺 物(図9)

1は8層 よ り土瓶の落 し蓋が出土 している。中央 にヅマ ミを貼付する。2・3は10層 よ り出土した瓦である。

2の 巴紋は左巻 きで、巴の尾に笵傷が見られる。凹面の内叩 きは幅10cmの 棒状痕跡がみ られる。3は 、丸瓦の

凹面には布目痕がみ られ る。4は13層 より出土 した瓦である。胴部に釘穴がみ られる。(木 嶋)

2003-52区 の 調 査(図10)

本調査は北町242に おいて実施 した。調査は申請地内において、6㎡ の調査区を設定 して行 った。申請地の周

囲の現地形は北から南方向へ0.3m以 上傾斜 してお り、申請地南側では土地を平坦 にするため、石垣を組んで造

成 している。そのため調査区は申請地の北側において設定 した。

調査区の層序 は、第1層 は表土(層厚0.1m)、 第2層 は黄褐色土混 じり砂(層 厚0.5m)、 第3層 は灰黄色砂(層

厚1.4m以 上)で ある。第2層 は砂層に黄褐色土が混在 してお り、盛土 と考えられる。第2層 より廃材等が混入

道路
一 〇 10m

1:灰 と焼土 の互 層による盛土

2:灰 白色砂(10YR7'2)

3:レ ンガ造 の煙 道

4:灰 色小礫混 じり土(7.5Y5'i)

5:灰 色土(7.5Y5/1・ 炭化物混 じる)

6:灰 色粘質 土(5Y6'1・ 土 間)

7:オ リーブ黄色 土ブロ ック(5Y6'4)混 じり灰 白色砂

(5Y7/2)
8:黄 灰色礫 混 じ り砂(2.5Y5/1・ 瓦 が出土)

9:灰 白色砂(5Y7/2)

10:灰 色礫混 じり砂(5Y511・ 瓦が出土)

11:灰 黄色砂(2.5Y7/2)

12:黄 灰色礫混 じり砂(2.5Y6'1)

13:浅 黄色砂(2.5Y7'3)

3
轂,

4 9 l°m

図92002-68区
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図102003-52区

している。第3層 は層厚1.4m以 上の自然堆積層であ り、遺物は出土 していない。申請地は海砂が堆積 してお り、

その上層において近 ・現代の盛土は存在 したが、遺物包含層を確認することはできなかった。申請地は紀州街道

の西側にあたるが、近世等の遺物包含層は削平されていると考えられる。(木 嶋)

4.沢 城 跡

本遺跡は近木川左岸の中位段丘上、標高8～11mに 位置する。中世 ・戦国時代の集落跡 ・城跡 と推定 されて

いる。沢城は紀州根来勢により畠中城 ・積善寺城とともに近木川流域に築かれた城である。天正13年(1585)の

紀州攻めの際には、宝蔵院、田中加助 ら紀州の一向宗 と雑賀衆約6000人 が籠城 したとされる。

沢城跡では中世の掘立柱建物跡、耕地跡、溝等を検出している。2001年(平 成13年 度)の 調査では、溝を検

出し、溝内よ り大量の瓦が出土している。沢城に関連する溝と考えられる。

2003-23区 の 調 査(図11図 版1)

本調査は沢1322の 一部において実施 した。調査地の北側には 「クルマゴヤ」とい う小字名がみえる。

調査は申請地内と浄化槽部分において、2箇 所の調査区(調 査区1:7.5㎡ 、調査区2:9㎡)を 設定 して行

った。

調査 区1の 層序は、1層 が現耕土(第1層 ・層厚0.15m)、2層 はにぶい黄橙色砂質土(第2層 ・層厚0.1～

0.2m)、3層 は灰黄色砂質土(第3層 ・0.1m)、4層 は黄灰色砂質シル ト(第4層 ・層厚0.05m)、7層 は明黄

褐色砂礫(第5層 ・地山)で ある。第3・4層 より遺物は出土していないが、土層の観察により中世から近世に

かけての耕 土層 と考え られ る。調査区1の 中央か ら北側にかけて地山の起伏がみ られた。起伏の両側は0.6～

0.15mの 落ち込み(5・6層)と なっていることか ら、 この起伏は地山を凸状に削 り出したアゼの痕跡 と考え ら

れ、後世に土地の削平を受けたのであろう。落ち込み2(6層)よ り土師器小片が出土 している。

調査 区2の 層序は、8層 は現耕土(第1層 ・層厚0.2m)、9層 はにぶい黄橙色砂質土(第2層 ・0.1m)、11層

は浅黄色粘質シル ト(第5層 ・地山)で ある。9層 よ り土師器小片1点 が出土 している。調査区2の 地山面で南

西一北東方向の溝1(10層)を 検出した。規模 は幅0.8m、 深さ0.1m、 埋土は灰黄褐色粘質シル トである。遺物

.は出土 していないため、時期は不明であるが、調査区1の アゼと直交すると推測できることか ら、ほぼ同時期の
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耕地に伴 う施設 と考えられる。調査区1・2で 検出した遺構は、耕地に伴う施設 と考えられる。調査区2よ り東

方向に地形が傾斜 するもしくは一段下がってお り、調査 区1・2の 地山の比高は約02mで ある。

今回、検出 したアゼや溝の位置は、現在の耕地の区画と合わないことか ら、中世以降に土地の削平等が行われ、

土地の区画が改変されたと考えられる。(木 嶋)

5.土 生 遺 跡

本遺跡 は、津田川の右岸、標高約15mの 中位段丘上に位置する。1992年(平 成3年 度)の 調査では弥生時代

の溝を検 出している。出土遺物は弥生中期の遺物を中心に出土 している。1993年(平 成4年 度)の 調査 におい

ては弥生時代中期か ら古墳時代に機能 していたと考えられる溝 を3条 検出 している。

2002-58区 の調 査(図12)

本調査は久保171・4において実施 した。調査は申請地内において12㎡ の調査区を設定 して行った。

調査区の層序は、第1層 が表土(層 厚0.1m)、 第2層 は灰色砂質土(旧 耕土 ・層厚0.08m)、 第3層 は黄灰色

粗砂混 じり砂質土(層 厚0.15m)、 第4層 は明黄褐色粘土(地 山)で ある。

第3層 は近世以降の耕土層と考えられ、摩滅 した土師器、瓦片が各1点 出土している。地山面にて遺構検出を

行い、調査区中央部において流路を検出 した。流路の規模は幅約1mで あ り、土地の削平を受けているため深さ

は0.05mで ある。埋土は黄褐色粘土ブロック ・粗砂混 じり褐灰色粘土であ り、遺物は出土 していないため時期は

不明である。地山面において流路を検出 したが、申請地は近世以降に土地の削平が行われてお り、その他の遺構

については確認することができなかった。(木 嶋) .

1

30m

調査区1

調査区1

調査区2

B一 B'L
=KB驅

1

2

3

4

5

6

7

現耕土(第1層)

にぶ い黄橙色砂質t(10YR6'4・ 第2層)

灰 黄色砂質土(2.5Y6/2・ 第3層)

黄灰色砂質 シル ト(2.5Y6/1・ 第4層)

黄灰色粘 質シル ト(2.5Y5'1・ 落 ち込 み1)

褐灰色粘 質シル ト(10YR5/1・ 落 ち込 み2)

明黄褐色砂礫(10YR6'6・ 第5層:地 山)

9

調査 区2

8現 耕 土(第1層)

9に ぶい黄橙色砂質土(10YR6/4・ 第2層)

10灰 黄褐色粘質 シル ト(10YR512・ 溝1)

11浅 黄色粘質シル ト(2.5Y7'4・ 第5層:地 山)

2m

図112003-23区
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0 2m

OlOm

1表 土(第1層)日D

2水 道管埋 土

3灰 色砂質 土(5Y611・ 第2層 ・旧耕土)

4黄 灰色粗 砂混 じり砂質土(2.5Y6'1・ 第3層)

5黄 褐色粘土 ブロ ック ・粗砂(2.5Y5/6)

混 じり褐灰色 粘土(10YR511・ 流路)

6:褐 灰色粗砂(10YR6/1)

7:明 黄褐色粘土(10YR6'6・ 第4層 ・地山)

図122002-58区

6.半 田北 遺 跡

本遺跡は津田川左岸、中位段丘上に位置する。周囲には半田遺跡、秦廃寺が所在 する。本遺跡の南西側には白

鳳期の寺院が建立されていた と推定 される秦廃寺があ り、隣接する半田遺跡等よ り古代の建物等の遺構や遺物を

確認している。本遺跡においても奈良時代の遺物包含層や掘立柱建物の柱穴を2基 検出している。

2002-57区 の 調 査(図13)

本調査は半田324-4に おいて実施 した。調査は申請地内において8.25㎡ の調査区を設定 して行った。

調査区の層序は、1層 が耕作土(層 厚02m)、2層 は明褐色土(層 厚0.05～0.1m)、3層 は黄褐色細砂混 じり

土(層 厚o.OSm)、6層 はにぶい黄褐色粗砂 ・礫(地 山)で ある。3層 は地層の状況から判断して中世の耕土層

と考えられる。4層 は撹乱層、5層 は溝である。

地山上面で溝1条 を検出 した。溝の規模は幅0.15～0.25m、 深さ0.02mで あ り、埋土は黄褐色細砂(5層)で

ある。遺物は出土 していないが、中世の耕地に伴 う溝と考えられる。遺物は2層(床 土)か ら須恵器、陶器が出

土 している。(三 浦)

7.麻 生 中 下 代 遺 跡

本遺跡は津田川左岸の中位段丘上に位置する。府営半田住宅の建て替え事業に伴い、1996年(平 成8年 度)

に大阪府教育委員会によって発掘調査が実施されている。主な調査成果 として弥生時代の竪穴住居跡1棟 、7世

紀前半～7世 紀中葉の竪穴住居跡9棟 等、7世 紀後半～8世 紀前半の掘立柱建物跡11棟 以上を検出 している。

2002-62区 の 調 査(図14図 版2)

本調査 は半田1114・3において実施 した。調査は申請地内において9㎡ の調査区を設定 して行った。

調査区の層序は、第1層 が盛土(層 厚0.42m)、 第2層 は撹乱 ・盛土(層 厚0.3m)、 第3層 は旧耕土(層 厚0.1

m)、 第4層 はにぶい黄色土混 じり灰色土(層 厚0.1m)、 第5層 は黄灰色砂混 じり粘質土(層 厚0.1m)、 第6層

は灰色粗砂混 じり土(層 厚0.1m)、 第7層 は明黄褐色砂混 じり粘土(地 山)で ある。

遺物は第5層 より瓦質土器、第6層 よ り土師器、須恵器が各1点 出土 していることから、第5層 は中世の耕土
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調査区

Q' 5m

A

i

2

3

4

5

6

耕作 土

明褐色土(7.5YR5'6・ 床土)

黄褐色細砂 混 じりt(2,5Y5'3)

撹乱 土(耕 作 土 ・床土混 じる)

黄褐色細砂(2.5Y5/3・ 溝埋土)

にぶ い黄褐色 粗砂 ・礫(10YR4'3・ 地 山)

A'

L=24.34了m

02m一

図132002-57区

層、第6層 は古代から中世にかけての時期に溝よ り水 とともに溢れ出た砂が堆積 したもの と考えられる。

地山面 において遺構検出を行い、南東一北西方向の溝を5条 検 出した。

SD-1は 、調査区東端にて検出した。検出幅1.5m以 上、深 さ0.7m、 埋土は明黄褐色粘土ブロック混 じり灰 白

色砂であ り、調査区壁の断面観察によりSD-4と 第5層 を切っている。SD-2は 、検 出幅0.8m、 深 さ02m、 埋

土は灰 白色粗砂であ り、SD-3の 埋没後に流れていたと考え られる。SD-3は 、検出幅約2.4m、 深さ0.6m、 埋

土は灰 白色粗砂であ り、SD-4を 切 っている。SD-4は 、検出幅約1m、 深さ0.7m、 埋土は黄灰色粗砂である。

SD-5は 、検 出幅0.5m以 上、深さ0.4m以 上、埋土は灰色粘土ブロック混 じり粗砂であ り、地山を水流によって

抉るように浸食 している。

これら溝の時期は、壁断面の観察によ り形成の古い順にSD-4->SD-3→SD-2→SD-1と な り、SD-5は

SD-3よ りも古い可能性がある。

本申請地の東は、 白鳳期の寺院が建立されていたと推定される秦廃寺があり、この周辺では古代の建物等の遺

構や遺物が確認されている。検出した溝よ り遺物が出土 していないため、時期 を判断することができなかった。

SD-1は 中世以降に形成された可能性 がある。また周囲の地形景観 をみると、本申請地の北西側の現耕地区画が

不整然であ り、地形の影響を強 く受けていることから、 自然流路の可能姓も考え られる。(木 嶋)

2003-2区 の 調 査(図14図 版2)

本調査 は麻生中1114・1において実施 した。調査は申請地内において8.25㎡ の調査区を設定 して行った。

調査区の層序は、第1層 は盛土(層 厚0.6～0.7m)、 第2層 は旧耕土(層 厚0.1m)、 第3層 はにぶい黄褐色土

混 じり灰色土(床 土 ・層厚0.05m)、 第4層 は黄灰色土(層 厚0.08m)、 第5層 はにぶい黄色土プロヅク混 じり灰

白色土(層 厚0.1m)、 第6層 は灰色粘質土(層 厚0,06m)、 第7層 は褐灰色粘質シル ト(層 厚0.1m)、 第8層 は

にぶい黄橙色粘土(地 山)で ある。

第4～6層 は層中にマ ンガン斑文が見 られること、土師器等の中世の遺物が出土 していることか ら、価これらの

層は中世の耕土層 と考えられる。第7層 か らは須恵器、土師器が出土 していることか ら、奈良時代頃の遺物包含

層 と考えられる。第8層 上面において遺構検出を行い、灰色砂 ・粗砂が混 じる粘質シル トを埋土とする遺構を検

出した。
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1:盛 土(第1層)

2:旧 耕土(第2層)

3:に ぶい黄褐色土(10YR5/3)混 じり灰 色土

(7.5Y6f1・ 第3層)

4:黄 灰色土(2.5Y6'1・ 第4層)

5:に ぶい黄色土ブロ ック(2.5Y6'3)混 じり灰 白色 土 ・

(2.5Y7'1・ 第5層)

6:灰 色粘 質土(5Y6'1・ 第6層)

7:褐 灰色粘 質シル ト(10YR6/1・ 第7層)

8:灰 色砂混 じり粘質シル ト(5Y6'1・SD-2)910:驪 纖麟 脚

1:盛 土(第1層)丶 ノ

2:撹 乱 ・盛土(第2層)

3:旧 耕土(第3層)

4:に ぶい黄色土(2.5Y6'3)混 じり灰色土(10YR6'1・ 第4層)

5:灰 色 シル ト混 じり粗砂(5Y6/1・SD-1)

6:明 黄褐 色粘土ブ ロック(10YR7'6)混 じ り灰 白色砂(5Y7'1・SD-1)

7:黄 灰色砂混 じり粘 質土(2.5Y6'1・ 第5層)

8:灰 色粗砂混 じり土(5Y6'1・ 第6層)

9:灰 白色粗砂(7.5Y7'1・SD-2)

10:灰 白色 シル ト混 じ り粗砂(5Y7'1・SD-3)2002-62区.

11:灰 白色 粗 砂(5Y7'1・SD-3)

12:灰 白色 粘 土 ブ ロ ック混 じ り粗 砂(2.5Y7/1・SD-4)

13:黄 灰 色粗 砂(2.5Y6'1・SD-4)

14:黄 灰 色粗 砂 混 じ り粘 土(2.5Y6'1・SD-4)

15:灰 白色 粗 砂(5Y7'1・SD-5)

16:灰 色 粘 土 ブiコ ック 混 じ り粗 砂(5Y6'1・SD-5)

17:灰 色 砂混 じ り粘 土(5Y6'1・SD。5)

18:明 黄褐 色 砂 混 じ り粘 土(10YR616・ 第7層 ・地 山)

図142002-62区 ・2003-2区
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SX-1・2は 直径約0.3m、 深さ0.05mの 土坑状遺構である。SD-3は 検 出長1.3m、 幅0.3m、 深さ0.03mで あ

る。検出 した遺構はいずれも深さ0.05m未 満 と浅 く、上層の第7層 とは埋土が異なることから、第7層 形成以前

に土地の削平が行なわれていたと推測される。

申請地 の南西側で実施 した2002-62区 の調査では、古代の溝を検出している。両調査区の調査成果によ り奈

良時代以前に土地開発が行なわれている可能性が考え られる。(木 嶋)

8.秦 廃 寺

本遺跡 は津田川左岸の中位段丘上に位置する。古 くより寺院跡 として周知されてお り、付近の開墾により多数

の瓦が見つかっている。現在、これらの瓦の一部は貝塚市の文化財 として登録 している。京都府広隆寺に所蔵 さ

れている 『広隆寺末寺并別院記』によると、秦寺は天武天皇八年(680)十 一月に秦勝賀佐枝等によって建立さ

れた と記されている。本遺跡 の南西に位置す る麻生中下代遺跡では、府 営半田住宅の建て替 え事業に伴 い、

1996年(平 成8年 度)に 大阪府教育委員会によって発掘調査が実施 されている。この調査において古代の掘立

柱建物跡等が検出された他、秦廃寺の南限 と考えられる位置において地 山を削 り出 した土段状の遺構が検 出され

ている。

2003-31区 の 調 査(図15)

本調査 は半田731・1の 一部において実施 した。調査地の小字名は 「堂ノ垣外」であ り、その周辺には 「麻 生

川」、「宮 ノ前」、「宮ノ後」、「鳥居前」等の小字名がみ られることか ら、麻生川王子との関連が考えられる。調査

は申請地内において11.25㎡ の調査区を設定 して行った。

申請地は撹乱を受けてお り、部分的に遺物包含層が残存 していた。調査区の層序は、第1層 が盛土 ・撹乱(層

厚0.28～1.2m)、 第2層 は旧耕土(層 厚0.12m)、 第3層 は黄灰色砂 質土(層 厚0.1m)、 第4層 はにぶい黄橙色

土混 じり黄灰色 シル ト'(層厚0.08m)、 第5層 は褐灰色シル ト(層 厚0.1m)、 第6層 は黄褐色粘 質シル ト(地

山)で ある。

第3層 ～第5層 は遺物包含層 と考えられ、第5層 より土師器、須恵器が出土 している。土質の観察によ り第

3・4層 は中 ・近世の耕土層、第5層 は中世の耕土層 と考え られる。

地山面において遺構検出を行い、ピット1基 を検 出した。 ピヅ トは直径0.1m、 深さ0.1m、 埋土は褐灰色粘質

土である。申請地周辺の調査において検出 した遺構の埋土と今A検 出 したピヅ トの埋土とが類似することから、

7世 紀から8世 紀にかけての遺構である可能性がある。ピッ トは杭痕跡 と考え られる。(木 嶋)

2003-54区 の 調 査(図15図 版3)

本調査は半田731-4に おいて実施 した。調査は申請地の浄化槽部分において5㎡ の調査区を設定 して行った。

調査区の層序は、第1層 は盛土(層 厚0.4m)、 第2層 は旧耕土(層 厚0.1m)、 第3層 は黄灰色土(層 厚0.15

m)、 第4層 は明黄褐色粘土ブロック混 じり褐灰色粘質土(層 厚0.18㎡)、 第5層 はにぶい黄褐色礫(地 山)で あ

る。第3層 は断面観察等によ り中世の耕土層 と考え られ、瓦小片が出土している。第4層 は古代以降の整地層の

可能性があ り、遺物は第4層 の上層において瓦片、土師器片が数点出土している。第4層 ・第5層 の各上面にお

いて遺構検出を行 った。第4層 上面では明確な遺構は確認で きなかった。第5層(地 山)上 面において土坑1基

を検出した。土坑の平面形状は隅丸方形を呈 し、その規模は一辺0.4m、 深さ0.1m、 埋土は黒褐色砂礫混 じり粘

質土であ る。遺物は出土 していない。秦廃寺は、白鳳期寺院の推定地であ り、周辺の遺跡より古代の掘立柱建物

や溝等を検出 している。秦廃寺の西側に位置する麻生中下代遺跡では、飛鳥時代後半か ら奈良時代にかけて掘立

柱建物を中心とする集落が形成 されている。今回、本調査区よ り検出した土坑は、掘立柱建物を構成する柱穴と

考えられ、前述 した集落 との関連が考えられる。(木 嶋)
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1:盛 土 ・撹乱(第1層)

2:旧 耕土(第2層)

3:黄 灰色砂質土(2.5Y6'1・ 第3層)

4:に ぶい黄橙色土(10YR6'4)混 じり黄灰色シル ト(2,5Y6'1・ 第4層)

5:褐 灰色シル ト(10YR6'1・ 第5層 ・マ ンガ ン斑文を多 く含む)

6:黄 褐色粘質 シル ト(10YR5'6・ 第6層 ・地山)

1:盛 土(第1層)

2:旧 耕 土(第2層)

3:2.5Y5'1黄 灰 色土(第3層)

4:明 黄褐色粘土 ブロック(10YR6/6)混 じり褐灰色粘質 土(10YR5'1・ 第4層)

5:に ぶい黄 褐色礫(10YR5/4・ 第5層 ・地 山)

6:黒 褐色砂礫混 じり粘質土(10YR3'1・ 土坑)

図152003-31区 ・2003-54区
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9.小 瀬 遺 跡

本遺跡は津田川左岸に位置する平安時代から近世 にかけての集落跡である。1992年(平 成4年 度)に 申請地

の南西側で発掘調査 を実施 している。この調査では土坑、溝、掘立柱建物跡を検出 している。

2003-25区 の調 査(図16)

本調査 は小瀬1・219・1よ り分筆において実施 した。調査地 の小字名は 「ニノス」である。調査は申請地の浄

化槽部分において7.5㎡ の調査区を設定 して行った。

調査区の層序は、第1層 が現耕土、第2層 はにぶい黄橙色粘土(地 山)で ある。地山上面において遺構検出作

業を行ったが、遺構を確認することはで きなかった。後世に土地の削平が行われていたものと考えられる。遺物

は出土していない。(木 嶋)

10.石 才 遺 跡

本遺跡は、近木川の右岸の中位段丘上、標高21～23mに 位置する。本遺跡は周知の遺跡 として、縄文時代、

平安時代～中世にかけての遺物散布地である。1981年(昭 和56年 度)の 調査では中世の溝、柵列跡、平安時代

の土坑を検出している。

2003-37め 調 査(図17)

本調査 は鳥羽104・1において実施 した。調査は申請地内において10.5㎡ の調査区を設定 して行った。

調査区の層序は、第1・2層 が盛土(層 厚0.3m)、 第3層 は黄褐色粘土(地 山)で ある。土地の削平を受けて

お り、遺物包含層を確認することはできなかった。地山面において遺構検出を行 ったが、削平や撹乱(3～5

層)を 受けてお り、遺構 を検出することはできなかった。この撹乱については、5層 掘削後に3・4層 が新たに

掘 り込まれている。3㌣5層 よ り近世後半以降の陶磁器、瓦 とともにレンガ等が出土 してお り、近代以降に掘 り

込 まれたものと考えられる。粘土採掘坑や建物の基礎によるものとも考えられるが、今回の調査ではその性格に

ついては確認することはできなかった。(木 嶋)

11.積 善 寺 城 跡

本遺跡は、近木川左岸の中位段丘上に立地する。積善寺城は、雑賀 ・根来寺勢が永禄元年(1558)に 岸和田三好

1:現 耕 土(第1層)

2:に ぶい黄橙色粘 土(10YR6'4・ 第2層 ・地 山) 2m

図162003-25区
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1:盛 土(第1層)

A'2:盛 土(第2層)
L=22.930m3:灰 色砂礫混 じり粘質 土

(10Y5/1・ 炭 化物を多 く含 む)

4:に ぶい黄色土(2,5Y6'4)混 じり灰色

礫混 じり砂質土'(7.5Y6'1)

2m5:黄 灰色砂礫混 じ り粘質土(2.5Y6/1)一一一+6
:黄 褐色粘土(10YR5'6・ 第3層 ・地山)

図172003-37区

氏と争いに備えて築 いた城砦である。天正13年(1585)に は、豊臣秀吉の紀州攻めには出原右京が大将を務 め防

戦 した。本丸には30問(約60m)四 方の堀 をめ ぐらし、城域は貝塚中央病院か ら近木川 を挟んだ対岸の橋本地

区一帯と推定される。

2003-20区 の 調 査(図18)

本調査は橋本146-1に おいて実施 した。調査地 の小字名はみ られないが、 その周辺 には 「政茂ヤシキ」等の

「ヤシキ」 とつ く小字名がみ られる。調査 は申請地内において8 ,6㎡の調査区を設定 して行った。

調査区の地層堆積状況は、上層よ り第1層 は表土(層 厚0.3m)、 第2層 はにぶ い黄褐色土(層 厚0.3～0.4m)、

第3層 はにぶい黄褐色土(層 厚0.6m)、 第4層 は黄灰色粘土(層 厚0.4m)、 第5層 は黄灰色粘土(層 厚0.3m)、

第6層 は黄灰色粘土 に礫砂が混 じる(層 厚0.2m)、 第7層 は黄灰色粘土(層 厚0.15m)、 第8層 は明褐色土(地

山)で ある。遺構は溝1条 を検出した。溝は幅2m以 上、深さ1.6m以 上で埋土は第3層 ～第7層 と考えられる。

埋土の状況か ら判断 して、短期間に埋め戻 しされた状況が明 らか とな った。遺物は0.2～0.3mの 丸石 とともに瓦、

土師質土器、陶器が出土 した。遺構の時期は、出土遺物から判断 して15世 紀～16世 紀頃と考えられる。今回検

出した溝は、その規模、時期から判断 して積善寺城の堀の可能性がある。(三 浦)

2003-32区 の調 査(図18図 版4)

本調査は橋本146-2に おいて実施 した。調査は申請地の浄化槽部分 を中心に14㎡ の調査 区を設定 して行った。

申請地の隣地において調査を実施 し、積善寺城の堀の可能性がある遺構を検出 している。

今回の調査 においても堀の可能性がある遺構(SD-1)を 検 出した。遺構の埋土は3層 に大別できる。下層

は水成堆積層である。最下層部は暗灰色粘土の有機物層、その上層に灰色粘土プロヅク混 じり砂が堆積 している。

平瓦、丸瓦が出土している。中層は人為的に埋められた層であ り、埋土はにぶい黄橙色粘土ブロック混 じり灰色

粘質土を中心とし、丸 ・平瓦 とともに礫が出土する。上層は新たに掘削 した溝(SD-2)で ある。上層は2層

に分類で き、上層下部は灰色微砂混 じり粘土、上層上部は灰 白色粘土であり、瓦、礫が多量に出土 している。

SD-1は 東西方向に掘 られてお り、その規模は、検出状況よ り少なくとも幅8m、 深さ1.8m以 上である。

SD-1の 埋土は3層 に大別で きる。SD-1の 下層(12～16層)に ついて、当初は空堀であったと考えられ、

一20一
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1:表 土

2:に ぶい黄褐色土(10YR5/3)

3:ヒにぶい黄褐色土(10YR5/3)

4:黄 灰色粘 土(2,5Y6/1)(酸 化部分 あ り)

5:黄 灰色粘土(2.5Y6'1)(丸 石、瓦 出土)

6:黄 灰色粘土(2.5Y4'1)(地 山の礫砂混 じり
2m・ 丸石 ・瓦出土)

7:黄 灰色粘土(2,5Y4/1)(瓦 出土)

8:明 褐色土(7.5Y5/6・ 砂礫混 じり)

1:盛 土

2:灰 白色粘土(10YR7'1・ 瓦、礫 を多量 に含 む ・SD-2)

3:灰 色粘土(5Y6/1・SD-2)

4:灰 色微砂混 じり粘 土(5Y5'1・SD-2)

5:に ぶ い 黄橙 色粘 土 ブロ ック(10YR6/4)混 じ り灰 白色粘 質 シル ト

(5Y7'1・ 炭化物含む)

6:に ぶい黄橙色粘 質土(10YR6/4・ 小礫含む)

7:に ぶい黄橙色粘土 ブロック(10YR6/4)混 じ り灰色粘質土

(10Y5'1・ 瓦出土)

8:オ リーブ黄色粗砂混 じり粘質 シル ト(5Y6'3・ 瓦出土)

9:灰 色粗砂混 じり粘質土(5Y6/1)

10:灰 白色粘土ブ ロック(5Y7'2)混 じり灰色微砂 混 じり粘土(5Y6/1)

11:灰 色砂混 じ り粘 土(5Y6'1)

12:灰 色微砂混 じり粘土(7,5Y5/1)

13:灰 色粘土ブロ ック混 じり砂(N6/0)

14:灰 色粘土(10Y5/1)

15:暗 灰色粘土(N3/0・ 有機物層)

16:灰 色粘土(7.5Y5/1)

17:褐 灰色粘質土(10YR5'1・ 瓦、礫が混 じる)

18:明 オ リーブ灰 色砂礫(2.5GY・ 地 山)

図182003-20区 、2003-32区
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最下層(14～16層)で は有機物層が堆積する。13層 において粘土ブロックを含む砂層が堆積することから、一

時的に水が流れていた と考えられる。また12層 においては粘土層申に微砂 ラミナが認め られることか ら雨水等

による断続的な水の流れがあったことが考えられる。SD-1の 中層(5～10層)は 人為的に埋め られたもので

ある。8・10・11層 は土質に締 まりがな く、埋め立て作業が短期間に行なわれたもの と推測される。SD-1の

上層はSD-1埋 没後に新たに掘削 した溝(SD-2:2～4層)で ある。SD-2の 規模は検出幅2.7m、 深 さ

1.3mで ある。SD-2の 下層部(3・4層)は 粘土層であ り、水成堆積によるもの と思われる。SD-2の 上層

部(2層)は 大量の瓦や礫 によって埋め立てが行われている。SD-2は 堀としての機能を有 していたかについ

ては不明である。遺構の時期については前回の調査結果も含め、15～16世 紀頃 と考えられる。(木 嶋)

12.清 児 遺 跡

本遺跡は近木川右岸の中位段丘上、標高32～38mに 位置する。近年、遺跡の南西部では宅地化が進む一方、

遺跡の北東部では耕地が広がる。これまでの調査よ り本遺跡やその南東部に位置する名越遺跡では、耕地跡や溝

跡等を検出 している。また1988年(昭 和63年 度)、(財)大 阪府埋蔵文化財協会(現:(財)大 阪府文化財センタ

ー)の 調査 では、平安時代の掘立柱建物跡、中世の柱穴群や耕作に伴 う溝が検出されている。

2003-45区 の 調 査(図19)

本調査は麻生中107・1において実施 した。調査は申請地の浄化槽部分において、7.5㎡ の調査区を設定 して行 っ

た。

調査区の層序は、第1層 が盛土(層 厚0.8m)、 第2層 は旧耕土(層 厚0.05m)、 第3層 は灰黄褐色砂質土(層

厚0.08m)、 第4層 はにぶい黄褐色砂混 じり粘質土(層 厚0.2m)、 第5層 は灰黄褐色砂礫混 じり粘質シル ト(層

厚0.1m)、 第6層 はにぶい黄橙色細砂混 じり粘土(層 厚028m)、 第7層 は褐色礫混 じり砂質シル ト(層 厚0.28

m)、 第8層 は褐色砂混 じり粘質シル ト(層 厚0.2m)、 第9層 は褐色礫混 じり粘質シル ト(層 厚0.1m)、 第10層

は褐色砂礫(地 山)で ある。

第3層 よ り遺物は出土 していないが、土層の観察により中世の遺物包含層 と考えられる。第4層 以下は河川堆

積層であ り、第4層 ～第8層 は砂や砂礫が混入する粘質土～粘土層であ り、流水 と滞水を繰 り返 していたもの と

推測される。第9層 は10～20cmの 石が堆積 する。第10層 は硬 くしまった砂礫層の地山である。河川堆積層よ り

、

1

、

1盛 土(第1層)10b

2旧 耕 土(第2層)

3灰 黄褐色砂質 土(10YR5/2・ 第3層)

4に ぶい黄褐色砂混 じり粘 質土

(10YR5/4。 第4層)

5:灰 黄褐色砂礫混 じり粘質 シル ト

(10YR4/2)

6:に ぶ い黄橙色細砂混 じり粘 土

(10YR6/3)

7褐 色礫混 じ り砂質 シル ト(10YR4'4)

8褐 色砂混 じ り粘質 シル ト(10YR4'4)

9褐 色礫混 じ り粘 質シル ト(10YR4'4)

10褐 色砂礫(7.5Y4'3・ 第5層 ・地山)

図192003-45区
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遺物は出土 していない。第4層 上面にて遺構検出を行ったが、土地の削平により遺構 を検出することはできなか

った。申請地周辺の調査では、数箇所で河川堆積層を確認 しているが、いずれも遺物は出土してお らず、埋没時

期については不明である。過去の調査例により申請地周辺が耕地化するのは、中世以降であることから、少な く

とも中世までには河川は埋没 していたことになる。今回検出 した第3層 も中世の遺物包含層 と考え られる。

(木嶋)

13.三 ケ 山西 遺跡

本遺跡は、近木川右岸に位置 し、標高70mの 段丘上に立地する。本市による1999年(平 成11年 度)の 調査で

は、 中世の遺物包含層 より縄文土器が混在 してお り、調査区の周辺において縄文期の遺物包含層および遺構が存

在 している可能性が高い。また(財)大 阪府埋蔵文化財協会(現:(財)大 阪府文化財センター)の 調査では、

中世の掘立柱建物跡等の遺構が検 出されている。

2003-46区 の調 査(図20)

本調査は三ヅ松1290-5、-6に おいて実施 した。調査は申請地内において5.5㎡ の調査区を設定 して行 った。

調査区の層序は、第1層 は盛土(層 厚0,5m)、 第2層 は灰色砂質土(層 厚0.2m)、 第3層 は灰色砂質土(層 厚

0.25m)、 第4層 はにぶい黄褐色砂混 じり粘質土(層 厚0.08m)、 第5層 は灰黄褐色砂混 じり粘土(層 厚0.1m)、

第6層 は褐灰色礫混 じり砂(層 厚0.1～ 〔):2m)、第7層 は灰黄色砂(層 厚0.35m)、 第8層 は暗灰黄色礫混 じり粗

砂(層 厚0.2m)、 第9層 は黄褐色礫(地 山)で ある。第3層 は、遺物が出土していないため時期は不明であるが、

近世以降の耕土層と思われる。第4層 以下は河川堆積層である。第4・5層 は砂が混入する粘質土～粘土層、第

6・7層 は3～5cmの 石が混入する砂層、第8層 は10～20cmの 石が堆積する。第9層 は礫層の地山であ り、

湧水が著 しい。河川堆積層より遺物は出土 していないため、埋没時期については不明である。調査区西側におい

て、10～20cm大 の石 ・瓦 ・陶磁器 ・ガラス瓶が出土する土坑を検出 した。工事主体者の家族の話によると、こ

の位置は建物解体前の便所 と浴室にあたるとのことであ り、それ以前の状況については不明である。土坑は、

瓦 ・陶磁器等が投棄されたものと判断されることか ら、近代に埋め られたもの と考え られる。(木 嶋)

凾_

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

盛土(第1層)

灰色砂混 じり粘土(N4'0・ 撹乱)

灰色粘土(N510・ 撹 乱)

灰色砂質土(10Y6/1・ 第2層)

灰色砂質土(5Y6'1・ 第3層)

にぶ い黄褐色砂混 じり粘 質土(10YR5'3・ 第4層)

尿黄褐色砂混 じり粘 土(10YR5'2・ 第5層)

褐灰色礫混 じ り砂(10YR511・ 第6層)

灰黄色砂(2.5Y6'2・ 第7層)

暗灰黄色礫混 じり粗砂(2.5Y5/2・ 第8層)

黄褐色礫(2.5Y5/4・ 第9層 ・地山)

図202003-46区
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14.地 蔵 堂 遺 跡

地蔵堂遺跡は、近木川左岸の中位段丘上、標高22～23mに 位置 し、その範囲は前方後 円墳である地蔵堂丸山 ・

古墳、平安時代の寺院跡である地蔵堂廃寺を包括する。地蔵堂丸山古墳は2002年(平 成14年 度)の 調査によ り

墳丘に伴う葺石及び埴輪列を検出した。出土 した円筒埴輪から古墳は4世 紀末に築造されたと考え られ る。本遺

跡では中 ・近世の耕地跡や祭祀的行為が行なわれたと考えられる中世の素掘 り井戸等を検出している。

2002-65区 の 調 査(図21)

本調査は地蔵堂182の 一部において実施 した。調査地の小字名は 「山ノ下」であ り、その南東側に丸山古墳が

ある。調査は申請地の浄化槽部分を中心に11㎡ の調査区を設定 して行った。

調査区の層序は、第1層 が盛土(層 厚0.5m)、 第2層 は旧耕土(層 厚0.15m)、 第3層 はにぶい黄色土混 じり

黄灰色粘質土(層 厚0.2m)、 第4層 は灰色粘質シル ト(層 厚0.1m)、 第5層 は灰 白色微砂混 じり粘土(層 厚0.15

～0 .2m)、 第6層 は灰白色細砂(層 厚0.15～0.2m)、 第7層 は浅黄色砂礫(地 山)で ある。

第3層 は中世の耕土層であ り、土師器、瓦器、瓦が出土 している。第4層 は土壌化層であ り、土師器、須恵器

甕片が出土 している。第4～6層 は土質の観察によ り旧河川埋没後に湿地化 してお り、出土遺物から土壌化層の

形成は古代以降と考えられる。申請地の南東には古墳時代前期末に築造されたと考えられる地蔵堂丸山古墳が所

在 してお り、古墳時代の開発域に注目していたが、本調査により申請地周辺には開発が及んでいなかったと推測

される。第3層 上面において遺構検出を行ったが、土地の削平等によ り遺構は確認できなかった。第4・5層 の

上面においても遺構を確認することはで きなかった。(木 嶋)

15.地 蔵 堂 廃 寺

本遺跡は、近木川左岸の中位段丘上、標高22～23mに 位置 し、平安時代後期の創建 と考えられる地蔵堂廃寺

として周知されている。

本遺跡の北側 には4世 紀末の築造 と推定 される前方後円墳である地蔵堂丸山古墳があ り、また本遺跡の西側に

は、1981年(昭 和56年 度)、1985年(昭 和60年 度)の 小学校の建て替え工事に伴 う調査によって、5世 紀後半

～末にかけての円墳2基 、方墳1基 を検出 している。

2003-48区 の 調 査(図21図 版3)

本調査は地蔵堂264・2、264・3、266・1に おいて実施 した。調査地の小字名は 「宮浦」であ り、その西側 に正

福寺がある。調査は申請地の浄化槽部分を中心に6㎡ の調査区を設定 して行った。

調査区の層序は、1層 が盛土(層 厚0.1～0.2m)、2層 は旧耕土(層 厚0.15m)、3層 は褐灰色砂質土(層 厚

0.05m)、4層 は暗灰黄色土(層 厚0.2m)、5層 はにぶい黄橙色土混 じり褐灰色土(層 厚0.12m)、6層 はにぶい

黄橙色土混 じり灰黄褐色土(層 厚0.1m)、7層 はにぶい黄褐色粘質土(層 厚0.1m)、8層 は明黄褐色土混 じりに

ぶい黄褐色粘質土(層 厚0.04m)、9層 は明黄褐色粗砂混じり粘質シル ト(地 山)で ある。

5層 ～7層 は遺物包含層であ り、瓦、須恵器、陶磁器の破片が各1点 出土 している。これらの遺物包含層は、

断面観察によ り中世以降の耕土層 と考えられる。地山面において遺構検出を行い、調査区南壁際で土坑 を検出し

た。土坑の規模は直径0.2m、 深さ0.05mで あ り、埋土は地山である明黄褐色土が混 じるにぶい黄褐色粘質土で

ある。出土遺物はな く、時期は不明である。

本申請地は平安時代に成立 した正福寺の西側にあた り、寺院関連、集落跡の遺構や遺物が出土する可能性があ

った。しか し今回の調査では中世以降と考えられる瓦片が1点 を含む少量の遺物が出土 したのみである。このこ

とか ら、本申請地は中世以降に耕地開発等による土地の削平を受けたものと考えられる。(木 嶋)

一24一



A'

道路

A

L=KB岡

調査区

了
02m

-1:盛土

2:旧 耕土

3:に ぶい黄色土(2.5Y6'4)混 じり黄灰色粘質土(2.5Y6'1・ 遺物 包含層)

4:灰 色粘質 シル ト(5Y4'1・ 遺物包 含層)

A
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杭跡

土坑

杭跡

1:盛 土

2:旧 耕 土

3:褐 灰色砂 質土(7.5Y5/1)

4:暗 灰黄色 土(2.5Y5'2・ 杭跡)

5:に ぶい黄橙 色土(10YR6/4)混 じ り褐灰色 土(10YR5'1)

6:に ぶい黄橙 色土(10YR6'4)混 じ り灰黄褐色 土(10YR5'2)

7:に ぶい黄褐色粘質土(10YR5/4)

8:明 黄褐色土(10YR6/6)混 じりにぶ い黄褐色 粘質土(10YR5'4・ 土坑)

9:明 黄褐色 粗砂混 じり粘質 シル ト(10YR6/6・ 地 山)

0

「

ダ
5甲

2003-48区

図212002-65区 、2003-48区
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報告書抄録
ふ り が な かいつかしいせきぐんはっくつちょうさ がいよう

書 名 貝塚市遺跡群発掘調査概要
副 書 名

巻 次 26
シ リ ー ズ 名 貝塚市埋蔵文化財調査報告
シ リ ー ズ 番 号 第65集

編 著 者 名 三浦 基、木嶋崇晴

編 集 機 関貝塚市教育委員会
所 在 地 〒597-8585大 阪 府貝塚市 畠中1-17-1 ㌃LO724-23-2151

発 行 年 月 日 西暦2004年3月31日

ふ りが な

所収遺跡名

ふ りが な

所 在 地

コー ド

北 緯 東 経 調査期間
調査面積
z
m
調査原因

市町村
遺跡番
号

わきはまいせき脇浜遺跡
大阪府貝塚市
わきはま
脇浜

27208 66

34度

26分

135度

21分

2003

1.1'
8.5 個人住宅

わきはまかわばたいせき脇浜川端遺跡 大阪府貝塚市
わきはま
脇浜

27208 111
34度

26分

135度

22分

2003

0310

7 個人住宅

賑等鏘欝 き
大阪府貝塚市
うみつか海塚 27208 22

34度

27分

135度

21分

2003

0314

10 個人住宅

賀欝 爾欝 き
大阪府 貝塚市
みなみまち

南町
27208 22

34度

27分

135度

21分

2003

0606^-0607

15 個人住宅

賀欝 爾 欝 き
大阪府貝塚市

留
27208 22

34度

27分

135度

21分

2003

0804

12 個人住宅

賑 黐 爵欝 き
大阪府貝塚市
きたまち
北町

27208 22

34度

27分

135度

21分

2003

1120^-1121

6 個人住宅

さわじょうあと沢 城 跡
大阪府貝塚市

貿
27208 28

34度

30分

135度

20分

2003

0703^-0704

16.5 個人住宅

はぶいせき
土生遺跡

大阪府貝塚市
くぼ久保 27208 61

34度

27分

135度

22分

2003

0206^-0207
12 個人住宅

鞴 葺彦欝
大阪府貝塚市
はんだ
半 田

27208 95
34度

26分

135度

22分

2003

0130^-31

8.25 個人住宅

鯔串糴議
大阪府貝塚市
はんだ

半 田

27208 93
34度

26分

135度

22分

2003

0225^-0226

9 個人住宅

鰡串縱鵲
大阪府貝塚市

翻年
27208 93

34度

26分

135度

22分

2003

0404^-0405
8.25 個人住宅

はたはいじ

秦廃寺

大阪府貝塚市
はんだ

半 田'

27208 10
34度

26分

135度

22分

2003

0731^-0801

11.25 個人住宅

はたはいじ

秦廃寺

大阪府貝塚市
はんだ
半田

27208 10
34度

26分

135度

22分

2003

1203^-1204

5 個人住宅

こせいせき

小瀬遺跡

大阪府貝塚市
こせ

小瀬
27208 87

34度

26分

135度

22分

2003

0714^-0715

7.5 個人住宅

いしざいいせき
石才遺跡

大阪府貝塚市
とば
鳥羽

27208 59
34度

26分

135度

22分

2003

0818～0819

10.5 個人住宅

しゃくぜんじじょうあと積善寺城跡
大阪府貝塚市
はしもと橋本 27208 35

34度

25分

135度

21分

2003

0627

8.6 個人住宅

しゃくぜんじじょうあと

積 善 寺 城 跡

大阪府貝塚市
はしもと
橋本

27208 35

34度

25分

135度

21分

2003

0801～0802

14 個人住宅

せちこいせき

清児遺跡

大阪府貝塚市

罐㍉
27208 36

34度

25分

135度

21分

2003

1014^-1015

7.5 個人住宅

みけやまにしいせき
三ヶ山西遺跡

大阪府貝塚市
みつまつ
三ツ松

27208 69
34度

24分

135度

26分

2003

1016^-1017

5.5 個人住宅
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鰭鸚詠
大阪府貝塚市

騰
27208 72

34度

25分

135度

21分

2003

0306^-0307

11 個人住宅

腱 簾
大阪府貝塚市

騰
27208 8

34度

25分

135度

21分

2003

1106^-1107

s 個人住宅

ふ り が な

所収遺跡名
種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

わきはまいせき

脇 浜遺 跡
散布地、生産遺跡 近代 柱穴

陶器、土師質土器、瓦
銅銭

わきはまかわばたいせき脇浜川端遺跡 集落跡 中世

賑 鞨 驫蹄き 城郭寺院跡 中世 ・近世 陶磁器、瓦

賀欝 爾 欝 き 城郭寺院跡 近世 土師質土錘

賑響鏘欝 き 城郭寺院跡 近世 瓦、陶磁器

賑 鞨 爵欝 き 城郭寺院跡

さわじょうあと

沢 城 跡 城跡、集落跡 中世 畦畔、落ち込み、溝 土師器

はぶいせき土生遺跡 集落跡 近世 溝 土師器、瓦

鞴轢赫 集落跡 中世 溝 須恵器、陶器

罐鈷縱驫 集落跡
奈良・平安時代、
中世

溝 土師器、須恵器、瓦質土器

あそなかしもだいいせき麻生中
下代遺跡

集落跡 奈良時代、中世 土坑状遺構、溝 土師器、須恵器

はたはいじ

秦廃寺 寺院跡 古代、中世 ・近世 ピット 土師器、須恵器

iまたはいじ

秦廃寺 寺院跡 古代、中世 土坑 土師器、瓦

こせいせき

小瀬遺跡
集落跡 平安時代～近世

いしざいいせき

石才遺跡 散布地 近代 陶磁器、瓦

しゃくぜんじじょうあと

積 善 寺 城 跡 城跡 中世 ・近世 溝 瓦、土師質土器

しゃくぜんじじょうあと

積 善 寺 城 跡
城跡 中世 ・近世 溝 瓦

せちこいせき

清児遺跡 散布地
奈良時代

平安時代、中世
河川跡

みけやまにしいせき
三ヶ山西遺跡 散布地 中世、近世 河川跡 陶磁器、瓦

驤 臨 古墳、集落跡、
社寺跡

古代、中世 土師器 、須恵器 、瓦器、瓦

驤 鸛
古墳、集落跡、

社寺跡
中世 土坑 須恵器、瓦、陶磁器
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図 版



1.2003-33区 調査 区1完 掘状 況(南 西 よ り)

2.2003-23区 調 査 区1完 掘 状況(南 よ り)
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1.2002-62区 完 掘 状況(西 よ り)

2.2003-2区 遺構 検 出状況(西 よ り)



1.2003-54区 完 掘 状況(東 よ り)

2.2003-48区 遺 構検 出 状況(西 よ り)
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1.2003-32区(南 西 よ り)

2.2003-32区 北壁 断面(東 よ り)



(正)
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貝塚市遺跡 群発掘調査概 要26

謂 査 区1

1:現 耕 土(第1層)

2:に ぶ いm色 砂 質 土(10YR6/4・ 第2層)

3:灰 黄 色 砂 質 土(2.5Y612・ 第3層)

4:黄 灰 色砂 質 シ ル ト(2.5Y611・ 第4層)

5:黄 灰 色 粘 質 シ ル ト(2.5Y5/1・ 落 ち込 み1)

6:褐 灰 色 粘 質 シ ル ト(10YR5!!・ 落 ち込 み2)

7:明 黄 掲 色 砂礫(10YR6/6・ 第5層:地 山 〉

2m

調 ・査区2

8:現 耕 土(第1層)

9:に ぶ い蘋 橙 色 砂 質 土(IQYR614・ 第2層)

10:灰 黄 一..シ ル ト(1QYR5/2・ 溝1)

11:浅 黄 色 粘 質 シル ト(2.5Y7/9・ 第5層;地 山)

調 査 区i

I:現 耕 土(第i層)

2:に ぶ い 黄 橙 色 砂 質 土(101'R614・ 第2層)

3:灰 黄 色 砂 質 土(2.5Y6/2・ 第3層)

4:黄 灰 色 砂 質 シ ル ト(2.5Y611・ 第4層)

5:黄 灰 色 粘 質 シル ト(2.5Y5/1・ 落 ち込 み1)

6:渇 灰 色 粘 質 シル ト(10YR51玉 ・落 ち込 み2)

7:明 黄 褐 色 砂 礫(10YR6!6・ 第5層:地 山)

.

調 査 区2

8:現 耕 土(第1層)

9:に ぶ い 黄 橙 色 砂 質 土(10YR614・ 第2層)

io二 灰 黄 褐 色..シ ル ト(10YR5/2・ 溝1)

11:浅 黄 色 粘 質 シル ト(2.5Y714・ 第5層:地 山)

2m

図112003-23区
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